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中国における生涯学習化の方策と実践の模索 (<特
集>地域における公共政策の諸課題)
































































































































































































































































































































































































































































































期間 活動名称 形式 目的 回（人）数 補助活動
１９９８年 我が子よ，私にあな
たに教えさせる；お
父さんとお母さん
よ，私はあなたたち
に言う
原稿
募集，
講演
書面の形
式で交流
２００編，
７０回
東方真珠塔の下で
決勝戦を行う
１９９９年 ２世代の人が対話す
る，本当のことをあ
りのままに言う
対話，新
聞に特別
記事
交流，直
接の対話
特別興行
の活動
『２世代の人が対
話する』という本
を編んで，発行
２万冊
１９９９～
２００３年
親子学園，親子クラ
ブ
両親と子
供が共に
遊ぶか交
流する
科学的な
育児理念
を伝授す
る
親子学園
を１つ，
親子クラ
ブを７つ
建てた
親子は一緒に楽し
んで，社区と託児
の園所であまねく
展開する
２０００年 私の心の中の母親 歌，
講演，原
稿募集
母の豊か
さを賛美
する
ベストテンの母親
を評定する
１９９６年
～現在
家庭文化祭――
家庭の文化
コンテスト
家族全員
が一緒に
公演する
活動中に
感情を増
進する
毎年，
３０００戸の
家庭
今まで第８期の家
庭の文化祭だ
２０００～
２００５年
私と子供は共に成長
する
英語の対
話，家庭
ホ ー ム
ページの
制作，法
律知識の
コンテス
ト
共に学ぶ
雰囲気を
創設する
進行中 「十進家庭」（法
律，科学的な育
児，科学普及，家
庭の美徳などが家
庭に進む）
２０００～
２００５年
ベストテンの学習型
家庭の選出
講演，
報告会
学習型家
庭の内包
を明確に
する
進行中 学習型家庭の標準
についての討論
学習型家庭の創建 原稿募集
２００３年
～現在
万戸の家庭ネットの
上り
コンピュ
ータの育
成訓練
コンピュ
ーター，
インター
ネットを
利用する
知識を普
及させる
進行中 合格の証明書を授
与する
中国における生涯学習化の方策と実践の模索
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３．地域の生涯学習化：学習型社区の創建
地域の生涯学習は「生涯学習を地域のすみずみに取り入れた状態にす
るためにはどうしたらいいか，それぞれの方法や方策があるので，実践
していこうということになる」。「地域の生涯学習化という表現はそれゆ
え地域のもつさまざまな可能性・素材・条件を活用して，地域を生涯学
習が十分に取り入れた状態にすることを狙っている
（１３）
。」中国では，地域
の生涯学習を促進する，即ち地域の生涯学習化のための学習型社区の創
建活動は２０世紀９０年代から盛んに高まってきた。
（１） 社区について
）歴史の沿革
中国の社会学者の費孝通先生が２０世紀の３０年代に行った社会調査の中
で，「社区（Community）」という概念を使っている。ただその後，中国
は戦乱が続き，人々は安心して生活できなかったため，「社区」は発展
しようがなかった。
１９５４年に中国の都市で行政の末端に連なる住民の「自治組織」とし
て，街道弁事処と住民委員会（或いは居民委員会）が成立した。
区クラスの政府は，管理をし易くするため，所管の地区をいくつかの
区域に分けた。それが「街道」である。そして，そこに出先機関――街
道弁事処を設置した。街道弁事処は，政府の具体的な事務を実行する責
任があり，住民の意見と要求を住民に代わって上部へ伝える。住民委員
会は，都市の大衆的な自治組織で，事実上，街道弁事処の指導を受けて
いる。当初，住民委員会を設立した目的は，主に治安問題を考えてのこ
とである。当然のことながら，住民の公共の福祉や，政府の呼びかけに
応じて住民を動員するなどの職責も負っていた。しかし人々の日常生活
にかかわるさまざまな要求については，主に，各自の勤め先の職場（単
位 dan wei）がこれを解決した。政府が人々の「単位」を通して，人々に
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対する社会的な管理とサービスを行ってきた。
）「社区」の誕生
改革・開放以後，仕事や生活のやり方は多元化に向かった。都市住民
は職場であり多くの場合生活の場でもあった「単位」との紐帯を失いつ
つある。そして，人々の物質的，精神的な要求は，ますます多くなって
きた。
そこで８０年代後半から，中国都市部において従来の街道弁事処や居民
委員会をベースに，「社区」と呼ばれる自治組織が生まれ始めた。住民
の多様化に対応する，「社区」を「一定地域の範囲内に住む人々によっ
て構成される社会生活の共同体
（１４）
」として正式に認知されたのは２０００年か
らのことである。従来の街道弁事処や居民委員会の名前は「社区」に名
称が変わったので，新聞記事では，「街道社区」，「社区居委会」と言う
呼称も出ている。
この「社区」が今，中国社会の新しい重要な受け皿になりつつある。
団地式居住形態での地域コミュニティの再生（住民管理と住民の宥和），社
会の治安，衛生，福祉，教育，文化活動に至るまで，「社区」は「何で
も屋」の様相を呈している。
（２） 学習型社区とは
「生涯学習」，「学習社会」，「学習型組織」に関する理念が中国に取り
入れられてから，地域の生涯学習を促進するため，「学習型社区を創建
する」活動が行われてくる。そして，「生涯学習」，「学習社会」，「学習
型組織」の理念をもとに「学習型社区」の概念をはっきりさせた。その
中には北京師範大学のリ（ ）以賢教授の主張は代表的だと思う。『学
習社会的理念与建設』では「学習型社区は学習者を中心に，生涯学習・
生涯教育の体系を基礎にして，社区成員の各種の学習権利と需要を保障
して満たす，人の全面的な発展と自己マスタリーおよび持続可能な発展
を獲得できる社区である。」と書いてある
（１５）
。
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学習型社区の創建とは，社区内の様々な住民の生存と発展における生
涯学習ニーズに応じて，乳幼児教育，未成年校外教育，在職及び退職失
業者など弱い立場にある人たち向けの生存技能トレーニング，老人向け
の社会文化教育や活動，流入労働者向けの都市生活トレーニング，住民
全員向けの科学文化，思想道徳，社会生活などが含まれた多層的教育や
トレーニングが展開されているのである。このような教育活動を通し
て，住民全体の素質と生活のレベルを向上させて，社区の継続的な発展
を促進することを図ろうとしている。
現在中国の学習型社区の創建活動はほとんど一部の都市で行われてい
る。現在の学習型社区についての研究は大体都市の社区に立脚するので
ある。都市社区の範囲はその下の区（県），街道（鎮），居委会等を含ん
でいる。
（３） 常州市学習型社区の創建実践
常州市は江蘇省南部にあって，中国の経済の最も発達している地区
――長江デルタの中心の地帯に位置している。上海，蘇州，無錫と隣り
合っていて，長江デルタの１番早く開放的な地区の１つである。全市の
総面積は４３７５平方キロメートルで，戸籍の総人口は３４３万ある。その中
の市街区の面積は１８６４平方キロメートルで，人口は２０８．５７万ある。
『中国社会報』は２００３年１０月２２日にトップの大きい紙面に常州市学習
型社区を創建する経験を紹介した後で，２００４年１０月，常州市の鐘楼区と
南京の玄武区，上海の閘北区は共に南京で「学習は社区を更に文明的に
ならせる」をテーマとする第２期の「全国の学習型城区のフォーラム」
を開催して，全省更には全国でかなり大きな反響を引き起こした。
以下は常州市民政局の材料
（１６）
により整理した常州市学習型社区の創建実
践である。
）目標の提出
２００２年２月に常州市の民政局は司法局，教育局，文化局，衛生局，体
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育局，婦人連合会等と連合で『常州市建設学習型社区実施意見（試行）』
という文書を公布した。『意見』では，学習型社区を建設する三年にわ
たり，三段階の目標を提出した。
①２００２－２００３年，社区の学習・教育場所と施設の建設が明らかに強化
される。各種の学習・教育活動が全面的に展開されて，社区の成員の学
習に参与する積極性は絶えず高まる。各市，区はそれぞれ条件のわりに
よい社区を選んで学習型社区を建設する実験活動を展開して，１０％ぐら
いの社区は「学習型組織を建設する模範チーム」の標準を達成する。
②２００３－２００４年，社区の学習・教育活動は豊かで多様で，社区の学
習・教育場所と施設はいっそう改善される。社区の成員の参加率は明ら
かに高まって，生涯学習の理念は初歩的に確立されて，社区の全員学習
の雰囲気は次第に形成する。２０％ぐらいの社区は「学習型社区」の標準
を達成する。
③２００４－２００５年，社区の学習・教育場所と施設は基本的に健全にされ
る。系統的な学習体系と学習ネットワークは初歩的に形成して，生涯学
習の理念は深く人の心に染込んで，社区の成員の総合的な素質と文明的
な程度はあまねく高まる。３０％ぐらい以上の社区は「学習型社区」の標
準を達成する。社区の教育，文化，スポーツ，衛生，治安，サービスな
どの各事業は全面的に発展して，新型で近代化した社区を初歩的に作り
上げる。
）評価の標準
『意見』では，「学習型社区」に関する以下の１２条の標準を定めてい
る。
①学習型社区を建設する組織の指導者は力強い。社区の居民委員会に
は学習委員会を設置して，毎年建設の仕事を２回以上研究した。「第１０
回五カ年計画」の時期に学習型社区を建設する計画を立てて，年度学習
プランおよび学習制度があって，そして具体的に実現させることができ
る。
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②学習・教育場所と施設を健全にした。社区の市民学校，社区総合活
動室（５０人以上が入れる），図書室（書籍と新聞の閲覧室），文化活動場所，全
国民的健康運動の場所，宣伝掲示板，黒板新聞，LL教育の設備とコン
ピュータなどがある。
③確実かつ実行可能な教育のネットワークがある。社区の学習・教育
の指導員チーム，アマチュアの文化芸術団体等を創立して，そしていつ
も活動を展開した。
④社区の成員は生涯学習の理念をほとんど確立して，個人の学習目標
を作り上げる。社区内に学ぶ雰囲気は濃厚で，「互いに助け合って学び
合い，共に高まり，団結で友愛，調和がとれた向上をする」（原文は「互
助互学，共同提高，団結友愛，和 向上」である）新たな風潮を初歩的に形成
した。社区の成員の素質はある程度高まった。
⑤積極的に「新三学」（コンピュータを学んで，外国語を学んで，科学技術の
知識を学ぶ）と共通語を広める活動を展開して，明らかな効果がある。
⑥「国民全体の読書推奨活動」は展開を続けて，そしてある程度の効
果を得る。社区の文化市場の管理は強化されて，社区の文化的品位はわ
りに高くて，発展は健全で秩序がある。
⑦定期的と経常的な学習・教育を互いに結合する。学習型都市を建設
する「学習日」に各種の形式の学習・教育の活動を展開する。毎月組織
した学習・教育活動は２回以上まで達成する。毎年社区の成員の参与す
る延べ人数は８０％以上まで達成する。
⑧社区のボランティアの活動は内容が豊富で，定期的に義務の宣伝と
「助老邦困」（活動に困る人や老人を手伝うこと）という活動を展開して，社
区の「次世代に関心を持つ」の活動を活発にさせる。経常的な社会寄付
する活動の展開はわりによい。
⑨宣伝掲示板，黒板新聞の学習内容を定期的に更新することは，毎月
２回以上に達する。図書室の蔵書は２０００冊以上あり，そして定期的に更
新する。
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⑩社区に朝晩に健康を保つ訓練する場所が１つ以上あって，全ての場
所に少なくとも２名以上の社会のスポーツの指導員がいて，そして多彩
なフィットネスの活動を展開する。
⑪展開する老年活動が「平常，健康，有益」をやり遂げる。社区の老
人の教育を受ける比率は１０％以上までに達成する。
⑫社区の安定と団結で，防ぐことができる事件が前年度と比較して同
じように維持するか下がるようにする。
）実践の成果
①常州市の２４０の社区がすべて図書室を建てた。贈ってもらった書籍
は２６０種類あって，これらの図書は社区建設と社区の仕事，住民の手帳，
法律援助，科学普及の読物，少年の読み物，人文教育，講演と創作，音
楽とスポーツ，医療と看護，心理健康，生活常識などの１６種類を含ん
で，総価値は３５万元に達した。各市，区が管轄する文化教育の部門と付
属部門に属する学習施設と場所を社区成員に対して開放している。例え
ばコンピュータ室，音声室，図書館，運動場と体育館など。
②１３５の社区で社区学校を作り上げている。職業高校を拠り所にし
て，市街区域は全面的に老年大学を作り上げて，社区の老人の学習の主
な陣地になる。電子情報のネットワークを手段にして，遠隔教育の拠点
を作り上げている。そして，出稼ぎ農民が集まっている区域で第１陣の
「新市民夜間学校」を２２創立した。教材を編纂，出版して，指導員を組
み合わせることを通じて，区域内の１７万人近くの外来の出稼ぎ農民のた
めに無料にして経済，文化，科学技術，法律，衛生，家政，生活などの
各類の知識の育成訓練を行う。２００４年まで，「新市民夜間学校」は共に
１５０数回講義をして，延べ１万人の外来の出稼ぎ農民が学習に参加し
た。
③社区住民の年齢構造，文化構造の相違と住民需要に応じて，１００近
くの各方面，多重学科にわたる勉強会を催していた。科学教育，文化と
スポーツ，法律，衛生医療の４つの類別に分けている。社区幹部に対応
中国における生涯学習化の方策と実践の模索
１２１
するコンピュータの養成訓練班，英語のクラス，法律法規の勉強会があ
る。老人に対応する健康な知識の勉強会，太極拳のクラスがある。出産
適齢女子と幼児教育・保育員に対しての計画生育のクラス，幼稚園など
の消毒規範に合わせる養成訓練班がある。青少年に対しての美術のクラ
ス，舞踊のクラスがある。書画の愛好者に対応する社区の書画クラスが
ある。各類の勉強会は皆詳しい時間，場所，料金基準と学生募集の対象
を明確にして，社区住民は自由に選択して，各種の学習会に参加する。
④全市は７４０５５人の社区ボランティアがいて，彼らは直接に社区の大
衆に向かって各類の教育活動を展開している。
⑤全市は各類の大衆性の文化芸術団体が２４０あって，社区住民の余暇
生活を豊かにする。
学習型社区の建設に基づいて，都市の生涯学習化はさらに進んでき
た。常州市の学習型都市の建設も都市建設の第十期の五年計画に入っ
た。そのほかに，北京，上海，南京，青島，大連，深セン，済南など５０
の都市は学習型都市の建設の目標を提出した。
おわりに
中国社会の各種の生涯学習化活動は時代の発展の需要に順応し，絶え
ざる模索を通して，一定の効果を得て，上海の学習型家庭の創建と常州
の学習型社区の建設などの活動は全国でモデル的役割を果たすことがで
きた。しかし生涯学習化社会の構築は一つの社会化のシステム工学で，
作り上げる過程の中に不確定な要素がたくさんあって，まだ多くの現実
的な問題が存在している。
中国の生涯学習化はまだ初歩段階であり，未来の学習型社会の建設の
道は，おそらく任重くして道遠く，イバラが生い茂り，さまざまな問題
と対立が存在し続けることであろう。しかし，生涯学習は逆転できない
時代の潮流で，中国は生涯学習化の道程を歩み続けなければならないと
思う。
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